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市民意見募集（パブリックコメント）結果 

 

 「和歌山市地域公共交通網形成計画及び和歌山市都市・地域総合交通戦略（案）」に対するご意見を

募集した結果、３４件のご意見をいただきましたので、次のとおり公表します。 

 

■募集案件の概要 

 

募集案件 和歌山市地域公共交通網形成計画及び和歌山市都市・地域総合交通戦略（案） 

受付期間 平成３１年１月１１日～平成３１年２月１０日 

ご意見の件数 ７名・３４件 

 

■ご意見の概要と市の考え方 

                               

No ご意見の概要 市の考え方 

１ 

①３０の施策は、２０１９年度から２０２３年

度の５年間で実施する計画のようであるが、難

易度の異なる施策を限られた予算、リソースの

中で、同時並行して進行させ、完了させること

は容易ではない。必ず５年間で達成する必要の

ある重要なものを１０程度ピックアップして、

必ず遂行する最重点課題として選定すべきで

ある。また、実施時期についても短期・中期・

長期の区分はあるものの、重要度に区分はな

い。重要度についてもＡ～Ｄの４区分にランク

付けして、優先順位を明確にすべきである。 

 

②３０の施策を５年間で実施するにあたり、各

年度及び５年間の総額で職員の人件費を除き、

どれくらいのお金をかける計画であるのか。推

定金額を明確に提示するべきである。 

 

①計画書の２ページの１－３ 計画期間に記

載しているとおり、公共交通網の形成には、一

定の時間を掛けて取り組む必要があるので、方

針や施策については、１０年以上の期間を見据

えて、取り組んでいくべき内容も整理していま

す。 

 最重点課題や重要度のランク付けについて

は、検討もしましたが、どれも和歌山市にとっ

て重要度が高いものであるため、優先順位を掲

載しておりません。 

 

 

 

②計画内容を実行する上での予算規模につい

ては、計画内容を具体的に実行するプログラム

がまだ、決まっていない状態であり、明確な根

拠に基づく数値とすることが困難であるため、

掲載は差し控えさせていただきたいと考えて

います。 
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２ 

公共交通網の将来における地域拠点の捉え

方を見直してほしい。地域拠点は、現在実施中

の第５次長期総合計画と同一であり、整合性は

あるものの、現状の市内の公共交通の実態とは

かけ離れている。例えば、鉄道駅である六十谷

駅、紀の川駅と既存バス路線のバス停はあまり

にも離れていて、現時点では一体となった交通

ルートとなっているとは言い難い。加太駅、八

幡前駅、布施屋駅、吉礼駅、宮前駅、紀三井寺

駅に至っては、既存のバス路線すら存在しませ

ん。 

 計画書の７９ページの５－１において、異な

るモード間の乗り継ぎ環境整備の検討が挙げ

られているが、具体的にどこでどのような整備

を行うのかが明確になっていません。また、市

内をバス移動する場合の結節点となる三木町

新通、公園前、市役所前のバス停の活用が乗り

換え利用のためのダイヤ設定ぐらいしか考慮

されていない。バスは路線や運賃体系も含めて

抜本的に見直すべきである。 

長期総合計画における地域拠点を考慮しつ

つも、抜本的に交通網の形成、利便性の向上、

公共交通の存在価値の向上を念頭において、別

に考慮し、策定するべきであるので、改善を求

めたい。 

 地域拠点については、第５次長期総合計画や

立地適正化計画に基づいています。加太駅、紀

三井寺駅については駅に直結する地域内交通

を既に導入しておりますが、ご指摘の鉄道駅に

ついては、アクセス道路の整備や車両待機スペ

ースの確保等の課題はありますが、拠点へつな

がる地域内交通等について検討していきたい

と考えています。 

 異なるモード間の乗り継ぎ環境整備につい

ては、ハード面での整備だけではなく、９８、

９９ページ（パブリックコメント時：９７ペー

ジ）の⑯-１、⑯-２といった施策と連携しなが

ら進めて行きたいと考えています。 

 また、バス路線の見直しについては、バスロ

ケーションシステムや交通系 IC カードの導入

が進み、利用者データ等を分析したうえで検討

していきたいと考えています。 

３ 

目標と指標について 

①中心市街地の小売店売上高７，３０２千万円

／年、地域拠点周辺の小売店売上高５，１８６

千万円／年と設定されているが、車社会が進展

している本市においては、全てのお客様が自家

用車で買い物に来店して数字を達成できたと

しても、公共交通戦略が成功したこととなるの

でおかしいのではないか。 

 

 

 

 

②市内の宿泊客数が約１，０８０，０００人と

①都市・地域総合交通戦略は、徒歩、自転車、

自動車、公共交通など多様なモードの連携を図

ることを目指しており、各モードを上手く連携

させることで、中心市街地や地域拠点に今より

人を多く集め、まちの賑わい創出することを目

的としているので、まちが賑わうことにより、

小売店の売上高にも貢献するのではないかと

考えています。また、目標値として、公共交通

の一日平均利用者割合を設定し、今後の取り組

みにより、自動車から公共交通へ移動手段を転

換し、過度な自動車依存からの脱却を図ってい

きたいと考えています。 

②市民だけでなく来訪者の移動手段を確保し
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目標設定されているが、他府県及び海外からの

お客様にとって、公共交通網の充実が来訪者の

モチベーションとなるとは、少し考えづらい。

観光戦略の成果を交通戦略で評価するのはお

かしい。 

 

 

 

 

③目標数値は、和歌山駅、和歌山市駅及び地域

拠点の駅での乗降人員の増加数を充てるべき

であるし、和歌山市内の各鉄道路線の輸送人員

及び和歌山バスの和歌山駅～和歌山市駅間、和

歌山駅～和歌山大学前駅間、和歌山駅～和歌浦

口間、和歌山駅～マリーナシティ間の輸送人員

の増加数こそが、設定すべき評価指標にふさわ

しいのでないのか。 

 

 

 

 

 

 

 

④各路線における地元乗客の顧客満足度の向

上と観光客からの公共交通に対する評価の向

上も評価指標として追加してほしい。 

 

たいと考えており、本来であれば、観光客の公

共交通の利用者数を目標値としたかったので

すが、数値の把握が困難であったため、現在の

目標値としております。 

公共交通を活かした観光客向けのパッケー

ジ商品を充実させ、観光客を誘致できるような

魅力的なコンテンツを揃えていくことによっ

て、観光客誘致に貢献することになるのではな

いかと考えています。 

③目標値として、中心市街地の駅、バス停の利

用者数を設定しておりますので、和歌山駅、和

歌山市駅が含まれております。地域拠点の駅で

の利用者数については、まずは、基幹区間を充

実させ、その後、地域拠点の目標及び指標を設

定していきたいと考えています。７１、７２ペ

ージ（パブリックコメント時：７０、７１ペー

ジ）で「基幹路線や中心部基幹区間の設定」を

しており、指標としましては、基幹公共交通と

して設定した区間の利用者数を設定しており

ます。このことから、ご指摘の区間が指標に含

まれていると考えています。 

 また、計画の目標と指標については、ＰＤＣ

Ａの考え方に基づき、毎年度取り組みを確認

し、見直しつつ展開していきます。 

④公共交通の満足度については、現在の案でも

指標としております。観光客からの公共交通に

対する評価の向上の指標については、毎年、別

途アンケート調査を実施する必要があり、継続

的な指標にし難いと考え、指標から外しており

ます。 

４ 

①高齢者や身体障害者に対する配慮が足りな

いように感じる。具体的なサポートとしては、

施策⑱の鉄道、バス、タクシーのバリアフリー

化の推進のみである。本市の高齢化率は非常に

高く、高齢化の進展により運転免許証の返納も

増加している。また、ねんりんピックやワール

ドマスターズゲームズ２０２１関西の開催も

控えているが、他都市からの来訪者にとって公

①ご指摘のとおり、バリアフリー化の推進は重

要な施策であると考えており、第３次和歌山市

地域福祉計画にあるユニバーサルデザインの

まちづくりに向けて福祉の部署とも連携しな

がら、計画を進めていきたいと考えています。 
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共交通は主要な移動手段であるので、ユニバー

サルデザイン的な考え方をもっと取り入れて

ほしい。 

 

 

 

②和歌山市の福祉の部署では、障害啓発のポス

ターコンクールを毎年度実施しており、そのテ

ーマの一つは３年連続してヘルプマークの推

進や啓発である。ヘルプマークが最も効果を発

揮するのは公共交通機関であり、和歌山市も積

極的に推進しているにも関わらず、計画書にヘ

ルプマークの文言すら存在しない。福祉の部署

とも連携し、他都市の事例を研究し、ユニバー

サルデザイン的な配慮のある計画にしてほし

い。 

②ヘルプマークの推進については、公共交通の

情報提供において連携を図っていくべきもの

と考えますので、９７ページ（パブリックコメ

ント時：９６ページ）：施策⑮公共交通に関す

る分かりやすい情報提供に追記します。 

５ 

市民生活に直結する重大問題にも関わらず、

ほとんどの市民の意見や考えが反映されてい

ないと思うので、２０１８年度内の成立にこだ

わらず、２０１９年度に多数の市民の意見を取

り入れて、直すべきところは直してから成立さ

せた方がいいのではないか。 

計画書策定のための手引きでは地域住民の

意見を吸い上げる手段として、住民参加のワー

クショップの開催や作成を審議する協議会へ

の住民参加、パブリックコメントの実施の３点

セットを指導しているが、ワークショップは実

施されておらず、協議会へも市民として各種団

体から役員が３人参加されているのみである

ので、市民の意見が十分に反映されていないの

ではないか。 

 

計画全体としてのワークショップは開催し

ていませんが、協議会の委員には市民の代表の

方に参加していただいております。平成２７年

度には、和歌山市の公共交通の利用状況調査と

して市民アンケート調査を行い、日常生活にお

ける移動、公共交通（主にバス）に関する認識

などの現状を把握するとともに、バス利用の条

件といった市民ニーズなどについても調査し、

その調査を基に地域公共交通の現状や問題点

から課題を整理し、各委員の皆様と議論を深

め、計画書を作成しております。 

また、今回のパブリックコメントにより、市

民の皆様から頂いた意見も反映しております

ので、市民の方の意見は一定程度、反映されて

いると考えています。今後、さらに、市民の方々

の意見を反映させるため、具体的に施策を実施

する場合には、必要に応じて、ワークショップ

等を実施していきたいと考えています。 

６ 

①現在の交通インフラを活用し、南海電鉄加太

線、JR紀勢線（和歌山市駅～和歌山駅）、和歌

山電鐵貴志川線、JR 和歌山線の相互乗り入れ

を進めていってほしい。 

 

 

②JR 和歌山線の和歌山駅～田井ノ瀬駅の中間

①８１ページ（パブリックコメント時：８０ペ

ージ）に掲載しているとおり、それぞれの路線

の移動需要を踏まえ、事業者による設備や運用

方法の相違など技術的な課題を整理した上で、

和歌山駅及び和歌山市駅における乗り入れや、

入線ホーム変更による同一ホーム乗り換えな

ど乗り継ぎのシームレス化に向けた手法を検
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地点に新駅を設置してほしい。 討していきます。 

②ＪＲ和歌山駅と田井ノ瀬駅間への駅の設置

については、利用者の需要見込みや設置費用等

による採算性の検証、新駅の設置場所を含めた

周辺地区の状況など、十分検証のうえ、事業者

が判断するものと考えられるため、引き続き、

事業者の今後の動向を注視したいと考えてい

ます。 

７ 

 公共交通機関利用には、啓蒙活動、公共交通

機関利用促進、課題共通認識が必要です。現状

では、公共交通機関は他人事で、実情が共有化

されていないように感じます。 

①和歌山市内の公共機関や事業所が、率先して

公共交通機関を通勤や通学に利用する。 

②ノーマイカーデーを月に一度設定し、積極的

な促進をしたらどうか。 

③パーク＆ライド、フリンジパーキングを積極

的に推進したらどうか。 

 

①、②本市においては、市職員が率先して、公

共交通の維持や地球温暖化対策などに取り組

むため、職員を対象に毎月第２水曜日を「エコ

通勤促進日」と定め、マイカー通勤の自粛に取

り組んでいます。また、和歌山県においては、

和歌山県ノーマイカーデー運動推進協議会に

より、毎月２０日をノーマイカーデーと定め、

自家用車による通勤を見直し、公共交通機関や

自転車等への転換を促すノーマイカーデー運

動を推進していますので、引き続き、各事業所

や学校に公共交通の利用を促進していきたい

と思います。 

③本市が中心となり、道路管理者や交通事業

者、沿道店舗等と連携しながら進めて参りま

す。 

８ 

有功地区のニュータウンは、交通手段がな

く、高齢になっても車を離せずに運転をし続け

る方が多い。地域バスを走らせるほど、利用者

は増えることはないと思うので、タクシー会社

と和歌山市が契約し、高齢者は元気７０パスの

ように１００円で利用できるようにすればい

いのではないか。 

六十谷駅の近くの高齢者でも駅を利用する

のではなく、地域バスかデマンド型乗合タクシ

ーで直接、ぶらくり丁へ行くことができるよう

にしてほしい。 

公共交通不便地域に対する移動手段として

は、地域の人口密度や移動ニーズ、地域資源の

状況等の現状を踏まえ、地域の皆様と話をしな

がら、既存事業者に配慮しつつ、より多角的な

連携や運行を検討していきます。 
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９ 

まちなかへの主たる移動手段は、自転車です

が、現状、和歌山市の公共交通の不便さは否め

ません。しかし、今回の交通網形成計画及び交

通戦略には大きな期待を持っています。 

主たる移動手段が自動車の方々も鉄道とバ

スの乗り継ぎ等公共交通が便利だと分かれば、

公共交通利用に転換することも可能だと思い

ます。通勤者が公共交通利用に転換することが

重要だと思います。 

書かれている計画を絵に描いた餅にせず、５

年後の目標値に達するよう一年、一年、市民に

見える形で取組を進めていただくことを望ん

でいます。 

公共交通の維持活性化のために、ネットワー

クの構築や、使いやすさの向上とあわせて、市

民の方や地域との連携を深め、市民、民間事業

所、交通事業者、行政等の役割分担と協働によ

り、各主体の公共交通に対する意識を高めてい

きたいと考えています。また、今後、協議会に

おいて、ＰＤＣＡの考え方に基づき、毎年度取

り組みや目標値を確認していきますので、各施

策を実施することが適切でない状況が発生し

た場合や具体的に事業を実施することになれ

ば、ワークショップ等を実施し、施策等の見直

しを検討していきます。 

10 夜間のバスの本数を増やしてほしい。 

７７ページ（パブリックコメント時：７６ペ

ージ）に掲載しているように、終電にあわせて

帰宅する需要へ対応していく方法について、検

討していきます。 

11 
交通系 IC カードをバスで利用できるように

してほしい。 

交通系ＩＣカード（全国主要エリアで利用可

能なＫｉｔａｃａ、Ｓｕｉｃａ、ＰＡＳＭＯ、

ＴＯＩＣＡ、ｍａｎａｃａ、ＩＣＯＣＡ、Ｐｉ

ＴａＰａ、ＳＵＧＯＣＡ、はやかけん、ｎｉｍ

ｏｃａ）のバスでの利用については、２０２０

年の導入に向けて、国、和歌山県、バス事業者

とともに調整しているところです。 

12 
和歌山バスの経営実態を詳しく市民に公開

してほしい。 

経営状況を公開することは、市の判断による

ものではなく、交通事業者の判断になります。 

13 

病院、コミュニティセンター、大型商業施設

等へスムーズに移動できるように市内全域で

地域内を巡回するバスを運行してほしい。 

まずは、４２ページに掲載している公共交通

不便地域やバス路線の廃止がある地域を中心

に、地域拠点につなぐ移動手段を確保していき

たいと考えています。公共交通不便地域におい

ては、地域の人口密度や移動ニーズ、地域資源

の状況等の現状を踏まえ、地域の皆様と話をし

ながら、既存事業者に配慮しつつ、より多角的

な連携や運行を検討していきます。 

14 

市内では朝夕に交通渋滞が発生しているの

で、まずは、市内の周辺部から県庁や市役所へ

の直行便を運行してはどうか。 

平成３０年４月２日から平日朝ラッシュ時

間帯の２７系統ＪＲ和歌山駅発県庁前行きに

ついて、速達性の向上、遅延や混雑の緩和を目
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指して、新内～三木町新通間を通過し、公園前

と市役所前を降車専用とする急行系統を和歌

山バス株式会社が運行しております。 

15 

バスの混雑の偏りが大きいので、昼間の利用

客が増えるよう、路線や運賃を見直した方がよ

い。 

現在、１０時から１６時（降車時）の間に、

普通カ－ドより割り引きが大きい昼間バスカ

ードを和歌山バスで販売しております。今後、

昼間の利用者を増加させるために何が必要か

をバス事業者とともに検討してまいります。 

16 
和歌山バスは、お盆の期間に特別なダイヤを

設定しないでほしい。 

バス事業者が、お盆の期間に特別なダイヤを

設定するのは、お盆休みになっている企業が多

く、平日ダイヤだと輸送力が過剰になってしま

うということがあります。今後、需要と供給に

応じて、バス事業者と検討していきます。 

17 

六十谷駅、紀三井寺駅、高松のバス停等の地

域拠点を交通の拠点となるように整備を進め

ていってほしい。また、異なる交通モードの乗

り継ぎや乗り換えがスムーズになるように指

導してほしい。 

施策の⑤「各交通事業者間のシームレスな乗

り継ぎ環境の確保」や⑫「路線間の乗り継ぎ環

境の確保」等に記載しているとおり、取り組ん

でいきます。 

18 

バスまつりの開催やミステリーバスツアー

等のイベントを行い市民に公共交通への関心

を持たせるようにしてほしい。 

施策の㉘-３「市民がまちと交通について考

えて体験するイベントの実施」に掲載している

とおり、地域団体や交通事業者等と連携して取

り組んでいきます。 

19 

年に１度は市報わかやまと同時に全戸へ鉄

道とバスの時刻表を配布し、公共交通の利用促

進に努めてほしい。 

市の基本的な方針としまして、全戸に配布す

るような情報は、原則として市報わかやまに掲

載することになっています。しかし、市報わか

やまのスペースの都合上、鉄道及びバスの時刻

表を全て掲載することが困難です。 

現在、元気７０パスの配布時に、公共交通情

報マップ（wap+（ワップ プラス））を紹介し

ておりますが、今後も利用促進の方法について

は、交通事業者、企業、大学、地域団体等とと

もに検討していきます。 

20 
年始の絵馬のバスチケットは、一般利用が多い

と思われるので、四季に応じて行ってはどうか。 

年始の絵馬のバスチケットについては、好評

であると聞いており、利用促進の一つの手段で

あると考えています。四季に応じて行うことに

ついては、絵馬の在庫等の問題もありますの

で、バス事業者とともに検討していきます。 
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21 

観光客が和歌山城周辺に自家用車を駐車し

たままで、和歌山市全域を観光しやすいよう

に、和歌山城をベースにした観光巡回バスを運

行してはどうか。 

観光地の回遊性を向上させるために交通事

業者や観光協会とも連携しながら、観光地のア

クセス性や価値を高めていきます。 

22 
行政が計画を遂行していく上で、強い意志と

明確なビジョンを持つべきである。 
本計画を着実に進めて参りたいと思います。 

23 
交通系 IC カードの導入が記載されている

が、最優先事項だと思う。 

交通系ＩＣカード（全国主要エリアで利用可

能なＫｉｔａｃａ、Ｓｕｉｃａ、ＰＡＳＭＯ、

ＴＯＩＣＡ、ｍａｎａｃａ、ＩＣＯＣＡ、Ｐｉ

ＴａＰａ、ＳＵＧＯＣＡ、はやかけん、ｎｉｍ

ｏｃａ）のバスでの利用については、２０２０

年の導入に向けて、国、和歌山県、バス事業者

とともに調整しているところです。 

他の交通系 IC カードを利用できない公共交

通機関でも導入に向けて働きかけていきたい

と考えています。 

24 

各拠点間の交流も進めてほしいが、まず、和

歌山市駅と和歌山駅を結ぶネットワークが分

かりづらいので、専用ラッピングのシャトルバ

スを走らせるのがよいのではないか。また、市

内には鉄道駅が多くあるが、鉄道駅からの移動

手段が乏しいので、鉄道のダイヤに合わせたバ

スのダイヤを設定してはどうか。 

施策の⑭－１「基幹路線や中心部基幹区間の

名称、ナンバリング、カラーリング等の整理や

見直し」、施策⑤－1「異なるモード間の乗り継

ぎ環境整備の検討」のとおり、交通事業者と連

携しながら取り組んでいきたいと思います。 

25 
各拠点を結ぶような観光タクシーのような

気軽に乗れる路線開発に努めていただきたい。 

タクシー等を活用し、分散する観光資源を効

率的に巡ることができるパッケージ商品の販

売についても検討していきます。 

26 

終電や終バスの時間を遅くすることで、和歌

山駅や和歌山市駅周辺の飲食店等を利用する

方が増え、駅周辺の活気が増すと思う。 

７７ページ（パブリックコメント時：７６ペ

ージ）に掲載しているように、終電にあわせて

帰宅する需要へ対応していく方法について、検

討していきます。 

27 

中心市街地の駐車場は、増えてはきている

が、多いとは思っていない。点在している駐車

場を適正に配置し、ウェブ上で駐車場マップを

充実させることで、中心市街地の活性化に寄与

していくのではないか。 

中心市街地においては、点在するコインパー

キングがまちの魅力を低下させるとともに、歩

行者が安心、安全に回遊できない状況にあるの

で、駐車場法特例制度により、市営の駐車場を

フリンジパーキングとして活用し、中心部への

自動車流入を抑制し、高質な歩行者空間の創出

を図るため、駐車場の配置適正化を推進してい

きます。 
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28 

計画策定の「基本理念」として、公共交通を

社会インフラとして位置付け、確保するという

観点が必要ではないでしょうか。 

今後、多極連携型のコンパクトなまちづくり

の実現と持続可能な公共交通ネットワークの

構築に向けた総合的な交通施策を推進してい

くため、それぞれの交通機関の役割や、住民や

行政も含めた連携方策も明確にしながら、実態

に合わせたバス路線の再編を進めていく必要

性が高まっており、公共交通が社会インフラと

して非常に重要であると考えております。 

29 

「すべての人が使いやすい公共交通」という

文言が「基本理念」や「計画の進め方」等各項

に記載されていますが、障害者や高齢者の移動

の確保について欠落しているように思われま

す。具体的な取組施策を加えるべきではないで

しょうか。 

施策⑪-２において、福祉の関連の施策とし

て、介護保険制度の枠組みを活用し、介護予防

教室への送迎を目的とした移動手段の確保を

検討していきます。また、施策⑫-１において、

地域の拠点内を移動、周遊しやすくする歩行環

境整備や拠点性を高める仕組みの導入、施設と

連携した健康づくり、介護予防の取り組み等の

実施を検討していきます。 

なお、第３次和歌山市地域福祉計画にあるユ

ニバーサルデザインのまちづくりに向けて福

祉の部署とも連携しながら、計画を進めていき

たいと考えています。 

30 

「和歌山市公共交通政策推進協議会」の委員

の区分で、市民枠に公共交通活性化やまちづく

りに取り組み、公共交通を利用し、多くの実践

経験を持つ市民団体の代表を加えるべきでは

ないでしょうか。 

現在、協議会の委員として、市民枠になりま

すが、和歌山市女性会議連絡会、わかやま NPO

センター、一般社団法人和歌山青年会議所の各

代表者の方に参加していただいております。 

今後も幅広く意見を聞くことができる協議

会運営を行っていきたいと考えております。 

31 

１ページ、１はじめにの１－１ 計画策定の

背景と目的の（２）計画策定の目的、２行目「市

民やバス事業者をはじめとした関係者」は、「市

民や交通事業者」とするのがふさわしいのでは

ないでしょうか。 

「市民や交通事業者等」に修正します。 

32 

９６ページの施策⑮「公共交通に関する分か

りやすい情報提供」の項に下記の追加を求めま

す。 

①各団体等が実施する催し（イベント、講演会

等）、また、施設所在地の案内、告知の際は公

共交通を利用するアクセス案内に取り組む。 

②行政機関が率先して公共交通を利用する取

①については、公共交通の情報提供の実施方法

の一つと考えますので、９７ページ（パブリッ

クコメント時：９６ページ）の施策⑮公共交通

に関する分かりやすい情報提供に追記します。 

 

②については、利用促進や啓発の実施方法の一

つと考えますので、１１５ページ（パブリック
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り組みを行う。 コメント時：１１３ページ）の施策㉘モビリテ

ィ・マネジメントの展開に掲載します。 

33 

９８ページの施策⑰「公共交通の待合環境の

向上」の記載はバス停のみですが、鉄道駅も必

要ではないでしょうか。 

ご指摘のとおり、鉄道駅についても待合環境

の向上は、必要かと思いますが、和歌山市にお

いては、鉄道駅に比べ、バス停の待合環境が整

備されていないため、優先的に整備していけれ

ばと考えています。 

34 

１１９ページの表７－１の「進捗管理の方

法」の「その他」の項において、その後の取り

組み方法、内容について協議会で検討協議を行

う」とありますが、協議会での検討のみでなく

公開して広く意見を求めることを望みます。 

今後、協議会において、ＰＤＣＡの考え方に

基づき、毎年度取り組みを確認していきますの

で、各施策を実施することが適切でない状況が

発生した場合や具体的に事業を実施すること

になれば、ワークショップ等を実施し、広く意

見をお聞きしたいと思います。 

 


